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芥川龍之介 



クロ ォド . ファレ エルの 作品 を 始めて 日本に 紹介し 

たの は 多分 堀 口 大学 氏で あらう。 僕 はもう 六 七 年 前に 

ニニ 田 文学」 の 為に 同氏の 訳した 「キ ツネ」 艦の 話を覚 

えて ゐる。 

もちろん し 

「キ ツネ」 艦の 話 は 勿論、 ファレ エルの 作品に 染みて 

ゐる もの は 東洋の 鴉片の 煙で ある。 僕 はこの 頃 矢 野 目 

源 一氏の 訳した、 やはり ファレ エルの 「静寂の 外に」 

を 読み、 もう 一度 この 煙に 触れる ことにな つた。 尤 

もこの 「静寂の 外に」 は 芳しい 鴉片の 句の 外に も 死人 

の 匂 を も 漂 はせ てゐ る。 「ポオと ボォ ドレ エル」 兄弟 

商会の 造った 死人の 匂 を も 漂 はせ てゐ る。 



「おや、 聞え たぞ。 いや、 空耳 だら う。 己に はわから 

ない。 死人の 土地から 洩れて 来る にして は あんまり 音 

が 大き 過ぎる。 一 体 ここで 物の 割れる 音なん かする わ 

どろ だめ くさめ 

けがな い。 泥 溜の 中で 棺桶が 嚏 をす る。 —— 一 枚の 

板が 揺ぶ られ る。 頑丈な 釘が うちつけて あるの を 恐し 

きし 

い 音 を させて 軋ませる。 …… 」 

これ は ポオの 「 Premature Burial」 が 大西洋の 彼岸 

に 伝へ た 幾多の 反響の 一 つで ある。 が、 そんな こと は 

どうで も 好い。 僕に ちょっと 面白かった の は 下に 引用 

する 一 節で ある。 

すで フランス 

「ところで 已に 仏蘭西の 土地で 阿片 を 造らう として 失 



る。 

賈慎庵 は 何でも 乾隆 の 末の 老諸 生の 一 人だった と 

云 ふこと である。 それが 或 夜の 夢の 中に 大きい 役所ら 

ことごと お ほ げき 

しい 家の 前へ 行った。 家 は 重 門 尽 く掩 ひ、 闐 として 

どこに も 人 かげ は 見えない。 「正に 徘 〔# 「徘」 は 底本で 

は 「俳 匕 徊 の 間、 俄かに 数人 あり、 一 婦を 擁して 遠 

きょり 来り、 この 門の 外に 至る ご それから 彼等 はどう 

云 ふ 量 見 か、 婦人の 上下 衣 を 奪って しまった。 婦人 は 

まだ 年少で ある。 のみならず 姿 色 もない 訣 ではない。 

えいぜん しう き 

「瑩 然として 裸 立す、 羞愧の 状、 殆ど 堪ふ 可から ず ご 

気 を 負うた 賈は 直ちに 進んで 彼等の 無 状 を吒リ つけた。 



叉 置し、 大石を 用って 之 を 圧搾す。 膏血 淋漓たり。 下 

に 承く るに 盆 を 以てす。 盆満 つれば 即ち 巨 桶 中に 挹注 

力く すな はち 

す。 是の 如き もの 十 余 次。 巨 桶乃満 つ。 数人 之を扛 

とち 

して 出づ。 官 文書 を 判して 一 吏に 付し、 与に 同じく 出 

づご そこで 賈が 吏の 顔 を 見る と、 これ はとうに 墓の 下 

へ は ひった 昔の 隣人の 周 達 夫で ある。 賈は 進んで 周の 

名 を 呼んだ。 

「子 胡ん ぞ此に 在る か？ 此れ 豈 久しく 留る可 けんや _ 

すみやか 

速 に 我に 従って 出で よご 

とうちう 

周 は 驚いて かう 言った。 が、 賈は 更に 桶 中の 物の 何 

であるか を 尋ねて 見た。 



よりも、 —— 殊に 紙卷ゃ 葉巻の それよりも 東洋 的 香気 

の 強い ことで ある。 若し 鴉片の 煙の 匂に 近い 句 を 求め 

ると すれば、 それ は 人気の ない 墓地の 隅に 寺男 か 何 か 

しきみ 

の 掃き集めた 榕の葉 を 焚いて ゐる 匂で あらう。 従つ 

て 鴉片の 煙の 匂 は 清朝の 支那 人 は 暫く 問 はず、 僕 等 現 

代の 日本人に も 墓、 II 死人、 —— 死な どと 云 ふ 聯想 

を 伴 ひ 易い ものである。 が、 それ 等の 聯想 は必 しも あ 

の 「悪の 華」 の 色彩 を 帯びて ゐ ると は 限って ゐ ない。 

僕 はこの 文章 を 草しながら、 寧ろい つか 読んだ ことの 

ある 青々 の 発句 を 思 ひ 出して ゐる。 

初冬 や 谷 中 あたりの 墓の 菊 
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